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２月 15 日（金）自己勧照 

 自省の強い人は、自分というものをよく知っている。つ

まり、自分で自分をよく見つめているのである。私はこれ

を“自己観照”と呼んでいるけれども、自分の心を一ペん

自分の身体から取り出して、外からもう一度自分というも

のを見直してみる。これができる人には、自分というもの

が素直に私心なく理解できるわけである。 

 こういう人には、あやまちが非常に少ない。自分にどれ

ほどの力があるか、自分はどれほどのことができるか、自

分の適性は何か、自分の欠点はどうしたところにあるのか、

というようなことが、ごく自然に、何ものにもとらわれる

ことなく見出されてくると思うからである。 

 

２月 16 日（土）最高責任者の孤独 

 組織の最高責任者の立場に立つと、部下はもちろん、そ

れまで同僚として一緒に働いてきた人びとの自分に対す

る見方が変わってきます。自分は変わらなくとも、周りで

は見方が変わり、ほんとうのことを言ってくれる親友とい

うものは、地位が上になればなるほど少なくなるというの

が現実ではないでしょうか。 

そういう意味で、最高責任者は好むと好まざるとにかか

わらず、心の上にいろいろなさびしさが出てきて、いわば

孤独な立場になるということが言えます。だからこそ、い

わゆる声なき声というものに耳を傾ける謙虚さというも

のが、トップに立つ者にとってはきわめて大切だと思うの

です。 

 

2 月 17 日（日） 死も生成発展 

私は、人生とは“生成発展”、つまり“日々新た”の姿

であると考えています。人間が生まれ死んでいくという一

つの事象は、人間の生成発展の姿なのです。生も発展なら

死も発展です。人間は、今まで、ただ本能的に死をおそれ、

忌みきらい、これに耐えがたい恐怖心を抱いてきました。

人情としては無理もないことと思います。 

しかし、われわれは生成発展の原理にめざめ、死はおそ

るべきことでも、悲しむべきことでも、つらいことでもな

く、むしろ生成発展の一過程にすぎないこと、万事が生長

する一つの姿であることを知って、死にも厳粛な喜びを見

出したいと思います。 

 

2 月 18 日（月）日本式民主主義 

 民主主義の基本理念というものは、まことに好ましいも

のであり、これを取り入れ国家国民の調和ある発展繁栄を

はかっていくことは、きわめて重要なことだと言えます。

けれども、それは日本の伝統、国民性というものに立って

行なわなくてはなりません。基本の理念は同じでも、具体

的な形体は、それぞれの国民性にしたがって、さまざまで

なくてはならない。いわば、アメリカにはアメリカ式民主

主義、フランスにはフランス式民主主義、日本には日本式

民主主義がなくてはならないと思うのです。それを日本み

ずからの伝統を忘れて、アメリカやフランスのようにやろ

うとしても、根なし草の民主主義に終わってしまうでしょ

う。 

 

2 月 19 日（火）最善の上にも最善がある 

 会社としては、常に何事も最善と思ってやっているし、

みなさんもそれに基づいて最大の努力を払っていると思

います。しかし、立場をかえて、お客様の側からいうと、

まだまだこう考えてほしい、こうあってほしいという希望

が出るのも、また当然だと思います。 

そういうことを考えてみると、ものには最善の上にさら

に最善がある、限りなく上には上がある。それを一段一段、

そういう訴えを聞くたびに素直にそれを聞いて、検討する

ということが永遠に必要ではないかと思うのです。そうい

う意見をよく汲み上げて、改める点があれば改める、とい

うようにすることが必要だと思います。 

 

2 月 20 日（水）公憤を持つ 

指導者たる者、いたずらに私の感情で腹を立てるという

ことは好ましくない。しかし指導者としての公の立場にお

いて、何が正しいかを考えた上で、これは許せないという

ことに対しては大いななる怒りを持たなくてはいけない。 

だから、一国の首相は首相としての怒りを持たなくては

ならないし、会社の社長は社長としての怒りを持たなくて

は、ほんとうに力強い経営はできないと言ってもいい。ま

して昨今のように日本といわず世界といわず、難局に直面

し、むずかしい問題が山積している折には、指導者はすべ

からく私情にかられず、公のための怒りをもって事にあた

ることが肝要であると思う。 

 

2 月 21 日（木）人事を尽して天命を待つ 

「人事を尽して天命を待つ」ということわざがある。こ

れは全く至言で、私はいまも自分に時どきその言葉を言い

聞かせている。日常いろいろめんどうな問題が起きる。だ

から迷いも起きるし、悲観もする、仕事にも力が入らない

ことがある。これは人間である以上避けられない。しかし

そのとき私は、自分は是と信じてやっているのだから、あ

とは天命を待とう、成果は人に決めてもらおう……こうい

う考え方でやっている。 

小さな人間の知恵でいくら考えてみても、どうにもなら

ぬ問題がたくさんありすぎる。だから迷うのは当たり前で

ある。そこに私は一つの諦観が必要だと思うのである。 

 


